
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み

Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）導
入
が
め
ざ
す
こ
と

特集

今回協力頂いた岩手電工での活用事例としてオリジナルデザインを施したEVは、主に市内営業用として活用。脱炭素の発信にも生かされています。

２
０
５
０
年
ま
で
に
　
　
　
　
　
　
　

脱
炭
素
社
会
を
め
ざ
す

日
々
着
実
に
進
む
、
地
球
温
暖
化
。
平

均
気
温
の
上
昇
幅
が
大
き
い
ほ
ど
、
大
雨

や
猛
暑
、
干
ば
つ
や
山
林
火
災
な
ど
、
気

候
変
動
の
影
響
が
顕
著
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
幅
を
抑
え
る

た
め
、
２
０
１
６
年
11
月
に
発
効
さ
れ
た

パ
リ
協
定
で
は
、
世
界
の
平
均
気
温
の
上

昇
を
１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を
す
る
と

い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
２

０
１
０
年
比
で
45
％
削
減
、
さ
ら
に
２
０

５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実

質
ゼ
ロ
に
し
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
リ
協
定
を
受
け
、
日
本
で
も
２
０
２

１
年
に
温
暖
化
対
策
計
画
を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
計
画
で
は
、
パ
リ
協
定
で

目
標
と
し
た
数
字
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３
年
比
で
46

％
の
削
減
を
行
う
こ
と
を
決
定
。
さ
ら
に
、

50
％
削
減
に
向
け
た
挑
戦
を
続
け
る
こ
と

も
表
明
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
目
標
達

成
対
策
の
一
つ
が
、
次
世
代
自
動
車
の
普

及
、
燃
費
改
善
な
ど
車
関
係
の
取
り
組
み
。

２
０
３
５
年
ま
で
に
電
動
車
（
Ｅ
Ｖ
、

Ｆ
Ｃ
Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
、
Ｈ
Ｖ
）
の
新
車
販

売
を
１
０
０
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
ま
し
た
。

脱
炭
素
へ
の
一
歩
︑　
　
　
　
　
　
　

自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化

温
暖
化
を
身
近
な
生
活
で
感
じ
る
昨
今
。

盛
岡
市
の
年
平
均
気
温
を
例
に
挙
げ
る
と
、

１
０
０
年
あ
た
り
約
１
・
８
度
の
割
合
で

上
昇
し
て
い
ま
す
（
盛
岡
地
方
気
象
台
デ

ー
タ
よ
り
）。
岩
手
県
で
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
国
の
動
向
、
県
内
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
将
来
予
測
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
２
０
２
１
年

３
月
に
﹃
第
２
次
岩
手
県
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
﹄
を
策
定
。
２
０
２
３
年
３

月
に
は
さ
ら
に
同
計
画
を
見
直
し
、
今
年

度
予
算
に
お
い
て
も
、
脱
炭
素
へ
の
転
換

を
図
る
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

日本における温暖化対策が進む中、岩手県での取り組みも加速。中小企業者向けに
EV（＝電気自動車、以下EV）導入経費の一部を補助する制度が始まっています。
今回はEV補助金の内容、補助金を導入した事業者にその経緯と今後の展望につい
て伺いました。
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シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
を
重
点
テ
ー
マ
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
岩
手
県
環
境
生
活
部
環
境
生

活
企
画
室
グ
リ
ー
ン
社
会
推
進
担
当
、
松

本
聡
さ
ん
に
そ
の
概
要
を
伺
い
ま
し
た
。

「
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の

目
標
値
に
46
％
減
を
掲
げ
た
こ
と
を
受
け
、

岩
手
県
で
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０

１
３
年
比
57
％
減
と
い
う
目
標
を
立
て
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
を
見
渡
し
て
も

か
な
り
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
目
標
。
車
関
係

だ
け
で
な
く
、
森
林
吸
収
、
家
庭
に
お
け

る
断
熱
効
果
ア
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
含
ん
で
い
る
中
、
運
輸
部
門
は

32
％
減
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
」。

現
在
主
流
の
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
電
気
自

動
車
へ
の
転
換
を
図
る
「
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
」。

ま
ず
は
、
県
が
全
県
の
Ｅ
Ｖ
推
進
に
取
り

組
む
べ
く
、
昨
年
か
ら
中
小
企
業
者
向
け

に
、
Ｅ
Ｖ
と
太
陽
光
発
電
設
備
等
を
セ
ッ

ト
導
入
す
る
経
費
の
補
助
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
２
０
２
２
年
度
は
モ
デ
ル
事
業
と
し

（
※
今
回
取
材
対
応
頂
い
た
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
㈱

の
企
業
情
報
は
Ｐ
19
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

て
ス
タ
ー
ト
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
補
助

金
の
額
や
要
件
を
見
直
し
、
７
月
か
ら
正

式
に
募
集
開
始
し
ま
し
た
。
問
い
合
わ
せ

は
多
く
、
脱
炭
素
や
省
エ
ネ
等
に
興
味
あ

る
事
業
者
が
増
え
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま

す
」
と
松
本
さ
ん
。

太
陽
光
蓄
電
×
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｅ
Ｖ
の
相
乗
効
果

盛
岡
市
に
本
社
を
構
え
る
岩
手
電
工
株

式
会
社
は
、
同
補
助
金
を
活
用
し
て
Ｅ
Ｖ

を
導
入
し
た
事
業
者
の
一
つ
。
電
気
設
備

や
通
信
設
備
の
設
計
施
工
等
を
行
っ
て
お

り
、
県
内
３
カ
所
に
営
業
所
を
構
え
ま
す
。

「
数
年
前
か
ら
本
社
屋
上
に
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
を
導
入
し
、
社
内
消

費
用
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
補
助

金
に
応
募
し
た
の
は
、
夜
間
に
蓄
電
す
る

電
力
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
考
え
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
自
社
で
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
の
施
工
業
務
も
行
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
実
際
に
導
入
し
て
み
る
こ
と
で
現

場
で
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
気

づ
き
、
お
客
様
へ
の
提
案
に
説
得
力
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
、
総
務
部
長
の
吉
田
光
宏
さ
ん
。

導
入
後
ま
も
な
い
た
め
、
太
陽
光
発
電

を
使
っ
た
Ｅ
Ｖ
の
走
行
コ
ス
ト
は
こ
れ
か

ら
と
な
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
充
電
ス
ポ

ッ
ト
の
拡
充
や
急
速
充
電
の
開
発
等
が
進

む
こ
と
で
活
用
メ
リ
ッ
ト
も
高
ま
り
、
導

入
事
業
者
も
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

県
内
各
地
に
営
業
所
を
持
つ
同
社
も
、
今

回
の
Ｅ
Ｖ
導
入
を
社
内
Ｅ
Ｖ
化
の
足
掛
か

り
に
す
る
考
え
で
す
。

脱
炭
素
サ
ポ
ー
タ
ー
を
　
　
　
　
　

地
域
に
増
や
す

岩
手
県
で
は
、
Ｅ
Ｖ
導
入
の
補
助
を
は

じ
め
、
給
湯
器
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
既
存
品
か

ら
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
も
の
に
交
換
す
る

際
の
補
助
金
も
あ
り
、
多
く
の
脱
炭
素
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
単
体
導
入
の
補
助
金
は
１
次
公
募

で
予
定
額
の
９
割
以
上
に
達
し
た
と
い
い
、

「
そ
れ
だ
け
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
」

と
松
本
さ
ん
。
太
陽
光
発
電
を
導
入
す
る

事
業
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｖ
導
入
へ

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
「
い
わ
て
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
事
業
所
」
認
定
制
度

に
つ
い
て
も
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
よ
り

制
度
の
趣
旨
を
伝
え
る
た
め
「
い
わ
て
脱

炭
素
化
経
営
企
業
等
認
定
制
度
」
と
い
う

通
称
を
設
定
。
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書

制
度
に
取
り
組
む
事
業
者
の
現
状
を
「
い

わ
て
脱
炭
素
経
営
カ
ル
テ
」
と
し
て
公
表

す
る
な
ど
、
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
企
業

の
後
押
し
を
す
る
し
く
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
算
出
に
よ
れ
ば
、
日
本

全
体
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
17
・
４
％

が
自
動
車
な
ど
運
輸
部
門
と
の
こ
と
（
２

０
２
１
年
度
）。
脱
炭
素
社
会
へ
向
け
、

社
会
の
し
く
み
全
体
の
変
換
が
求
め
ら
れ

る
昨
今
、
県
内
事
業
者
に
と
っ
て
不
可
欠

な
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
、
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「EV導入の補助金は10月末まで受付中なので、
活用してほしい」と松本さん。

屋上に設置した太陽光発電で蓄電した電
気を使って夜間に充電しています。

「いわて地球環境にやさしい事業所」認定
書。認定メリットとして、設備導入補助金
の上限額優遇などがあります。

「ホームページ等でEV導入を紹介し、脱炭素の
啓蒙や発信に努めています」と吉田さん。
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